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教材・教具名 時計 

教科（分類） 数学科（時刻・時間） 
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１ 児童生徒の実態 

  時刻の読み取りはできるが、「３０分後」や「１時間前」など時間の経過についてイメージすることが難しい生徒を想定し作成した。 

物をぞんざいに扱ってしまいがちな面があり、自分で時計を作製することで、物を大切に扱う態度も意識させたいと考えた。 

２ 期待する効果、伸ばしたい力 

実際に自分で時計の針を動かし確認することで、時間の経過を実感し、見通しをもつことができる。また、普段の生活の中で、時間の経過と

時刻との突合せができるようになり、根拠をもって活動をすることにつなげていく。 

 

持ちやすさ、立体感を付ける

ために百円均一の発泡スチロー

ルを土台とした。針が接する面

には厚紙をかませ（穴あけパン

チで穴を開けたもの２つ分）、針

の動きがスムーズになるように

している。 

既存の時計のプリン

トをラミネートし、針も

同様に切ってラミネー

トし、中心は押しピンで

固定した。 

時刻表を使用した学習

において、逆算や時の経

過の計算の祭に、針を回

して考えていた。 

数学の時

間以外でも

休憩時間な

どに針を動

かして時刻

を確認する

様子が見ら

れるように

なった。 


